
（火）

（水）

（木）

片野・守江
北浜（アパート・マンション）・菊本

西大内山上・西大内山下・西大内山浜

１５日（月）
桃山・魚町・本町・谷町
錦江・杉山・広小路・北浜

永代橋・日出町
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中平・下本庄・中の原・鴨川・守末
西上・北台・祇園煙硝倉・札ノ辻・西新町
古野・弓町・新町・本村・丸尾・中尾

（土）１３日

１４日（日）

（日）

（月）

１１日

　山門施食会（せじきえ）

　　　　八月三日(水)　　午前九時より

　
　本年も法要のみのお勤めといたします。お参りされます
　方は、充分な感染対策の上お越しください。
　当日、棚経の詳しい日程を張り出します。ご確認ください。

【護持会費 墓地管理料のお願い】

　 ７・８月は護持会費と境内墓地管理料の納付を
　お願いしております。市内地区の方は、お世話
　人さんの取りまとめをお願いしております。市
　外県外の方には郵便振替用紙を同封しておりま
　すが、市内の方でも振込みが良い場合は下記口
　座にお願いいたします。
　　《郵便振替口座》
　　　　口座記号番号　01580-2-2970
　　　　口座名称　　　安住寺

　　　（なお、納付済みの方へ、行違いに振替用紙を送付してしまう
　　　　こともあります。ご了承ください。）

９日

１０日

今
年
初
盆
会
を
迎
え
る
方
々

　 

【
俗
名

】
　
　

【
年
齢

】
 

【
住
所

】

一
岡
　
正
志
様
　
七
十
四
歳
　
東
大
内
山

上
坂
　
忠
憲
様
　
八
十
五
歳
　
大
内

霜
　
　
幸
子
様
　
八
十
七
歳
　
下
原

熊
一
　
武
夫
様
　
八
十
七
歳
　
城
鼻

三
隅
　
　
尚
様
　
七
十
三
歳
　
東
下
司

専
頭
　
武
夫
様
　
八
十
五
歳
 

大
分
市

宮
脇
　
　
昭
様
　
九
十
四
歳
　
横
浜
市

阿
部
　
幸
生
様
　
八
十
四
歳
 

大
内

平
野
美
智
子
様
　
七
十
七
歳
　
大
分
市

首
藤
　
京
子
様
　
八
十
一
歳
　
東
京
都

立
花
　
睦
信
様
　
八
十
三
歳
　
魚
町

木
元
カ
ズ
エ
様
　
八
十
七
歳
　
大
分
市

麻
生
　
秀
子
様
　
九
十
九
歳
　
藤
の
川

藤
澤
　
美
枝
様
　
七
十
一
歳
　
本
町

大
石
　
邦
子
様
　
七
十
五
歳
　
日
出
町

是
久
ヤ
ス
子
様
　
八
十
九
歳
　
杉
山

江
藤
　
悦
子
様
　
八
十
四
歳
　
東
大
内
山

山
崎
　
義
久
様
　
七
十
四
歳
　
別
府
市

藤
原
美
智
子
様
　
六
十
一
歳
　
西
大
内
山

是
久
カ
ズ
子
様
　
九
十
二
歳
　
菊
本

須
賀
　
雄
一
様
　
六
十
八
歳
　
錦
江

矢
野
は
る
み
様
　
四
十
九
歳
　
安
岐
町

江
藤
モ
リ
コ
様
　
九
十
六
歳
　
東
大
内
山

山
路
　
　
敬
様
　
八
十
二
歳
　
中
の
原

安
田
美
代
子
様
　
八
十
九
歳
　
日
出
町

清
末
　
鈴
子
様
　
九
十
五
歳
　
東
大
内
山

二
宮
　
玲
子
様
　
六
十
八
歳
　
東
京
都

荒
巻
　
ミ
ヨ
様
　
九
十
五
歳
　
北
台

藤
川
　
英
智
様
　
八
十
五
歳
　
千
葉
市

諸
冨
　
三
夫
様
　
八
十
九
歳
　
菊
本

須
賀
　
節
子
様
　
九
十
一
歳
　
須
賀

加
藤
　
武
彦
様
　
七
十
八
歳
　
友
清

専
頭
　
愼
治
様
　
八
十
九
歳
　
大
分
市

平
野
　
芳
彦
様
　
九
十
九
歳
　
南
台

土
肥
　
妙
子
様
　
九
十
六
歳
　
永
代
橋

　
　

（
本
年
度
は

、

「
や
す
ら
ぎ
の
塔

」

　
　
　
申
込
者

、
檀
信
徒
縁
者
の
方
も
掲

　
　
　
載
し
て
お
り
ま
す

。
住
所
は
檀
信

　
　
　
徒
名
簿
に
よ
る

）

改
め
て
、

初
盆
を
迎
え
る
皆
様
の
、

ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中津・宇佐・国東・安岐・大添・茅場・新興
東大内山上・東大内山中・東大内山下

（金）１２日

下原　・　下下司

清水

別府市　・　南台

宗近　・　須賀

大分市・安心院・迫上・迫下

【　今年の棚経日程　】

八
月

７日

８日

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

令
和
四
年

盛
夏

住

職

矢
野

明
玄

責
任
役
員

矢
野

玄
徳

責
任
役
員

植
木
文
一
郎

総

代

一

同



　ロシアがウクライナに侵攻して、五ヵ月が経ちました。未だ終結
の兆しは見えません。
　一日も早い和平が実現することを祈って合掌会や坐禅会の
有志で千羽鶴を四組作り、その一つを本山に届けました。
　鈴木宗務総長の賛同を
頂き、方丈廊下の募金広報
コーナーに飾っています。
　毎日多くの人命が失われる
戦争が一日も早く終わることを
祈りましょう。安住寺本堂
観音堂にも掲げています。

（写真・鈴木総長と閑栖和尚 7/4撮）

南禅寺に千羽鶴を届ける

【
合
掌
会
の
動
静

】

　　
安
住
寺
合
掌
会
（

清
末
玲
子
会
長
）

は
、

こ
の
春
の
総
会
で
、

地
区
役
員
・
執

行
部
役
員
が
改
選
と
な
り
、

新
た
な
ス

タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
秋
の
秘
仏
観
音
御
開
帳
行
事

（

閉
扉
法
要
）

に
あ
わ
せ
て
、

チ
ャ

リ

テ
ィ
ー

バ
ザ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
二
年
間
コ
ロ
ナ
の
為
に
活
動
が
で

き
ず
、

役
員
さ
ん
も
多
数
が
入
れ
替
わ

り
、

行
事
活
動
状
況
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
把
握

し
て
い
る
方
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
で
き
る
だ
け
活
動
を
再
開
し

て
い
き
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

今

ま
で
一
部
の
方
に
頼
っ

て
行
事
を
進
め
て

き
た
た
め
、

行
事
運
営
に
不
安
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
今
後
の
為
に
も
、

地
区
役
員
さ

ん
を
含
め
た
今
ま
で
行
っ

て
い
た
役
員
会

の
前
に
、

会
長
・
副
会
長
・
庶
務
・
会

計
・
監
査
の
方
々
で
執
行
部
会
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
、

第
一
回
目
の
会
合
を

六
月
二
十
七
日
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
い
れ
ば
、

敬
老

会
や
諸
行
事
も
今
ま
で
通
り
に
取
り
組
み

た
い
と
意
欲
的
か
つ
有
意
義
な
話
し
合
い

が
で
き
ま
し
た
。

　　
現
在
の
合
掌
会
の
主
な
行
事
は
、

敬
老

会
の
開
催
、

隔
年
で
行
っ

て
い
る
旅
行
・

チ
ャ

リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
、

奉
仕
作
業
が
あ

り
ま
す
。

役
員
さ
ん
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、

会
が
続
い
て
き
て
い

ま
す
が
、

地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
は

合
掌
会
の
運
営
に
も
影
響
し
て
き
て
い
ま

す
。

市
内
の
檀
信
徒
の
皆
様
だ
け
で
な

く
、

市
外
・
県
外
の
檀
信
徒
の
皆
様
の
サ

ポ
ー

ト
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、

長
く
活
動

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

【ウクライナ和平を祈念】

《
日
々
是
好
日

》

〇
四
月
八
日
・
合
掌
会
役
員
会

、
合
掌
会

総
会
な
ら
び
に
今
年
度
行
事
予
定
に
つ
い

て
話
し
合
い

。
〇
四
月
八
日
・
降
誕
会
法

要

。
花
御
堂
を
飾
り
甘
茶
の
接
待
を
い
た

し
ま
し
た

。
〇
四
月
二
十
八
日
・
卒
塔
婆

供
養

、
無
縁
供
養
施
食
会

。
本
年
も
塔
婆

供
養
・
施
食
会
だ
け
の
お
勤
め
と
な
り
ま

し
た
が

、
御
加
勢
い
た
だ
い
た
総
代
様

、

お
参
り
い
た
だ
い
た
檀
信
徒
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
〇
五
月
二
十
七

日
・
決
算
会
を
開
催
し
責
任
役
員
・
総
代

の
皆
様
に
令
和
三
年
度
の
決
算
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
地
区
世
話
人
様

へ
の
報
告
は

、
後
日
決
算
書
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
〇
六
月
二
十
七

日
・
合
掌
会
臨
時
執
行
部
会

。
新
役
員
さ

ん
へ
の
事
務
引
継
ぎ
や
行
事
に
つ
い
て
調

整

。
〇
七
月
十
五
日
西
下
司
区
須
賀
の
水

神
祭
り
の
供
養
を
お
勤
め
し
ま
し
た

。
今

年
こ
そ
は
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と

祈
願
い
た
し
ま
し
た

。
〇
愈
々
お
盆
の
時

期
を
迎
え
ま
す

。
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
再
び

増
え
第
七
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

。
天
神

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
色
々
な
こ
と
が
再
開
さ
れ
嬉
し
さ
半

分

、
不
安
半
分
の
思
い
で
す

。
感
染
に
留

意
し
な
が
ら
今
夏
も
棚
経
を
お
参
り
い
た

た
し
ま
す

。
市
外
で
今
迄
お
参
り
に
伺

っ

て
い
な
か

っ
た
お
宅
で
も

、
お
勤
め
に
上

が
り
ま
す

。
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い

。
〇
今
秋
の
秘
仏
観
音
御

開
帳
は
寺
報
今
号
で
詳
し
く
ご
連
絡
を
し

て
お
り
ま
す

。
三
十
三
年
に
一
度
の
御
開

帳
で
す

。
ど
う
ぞ
秘
仏
観
音
と
ご
縁
を
結

ん
で
く
だ
さ
い

。

　
な
お

、
御
開
帳
行
事
は
詳
細
に
変
更

等
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
改
め
て

寺
報
秋
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
明
玄
合
掌

　　　　　　　▶墓じまい・永代供養

　　　　　　　　　　　　お仏壇の始末にお困りの方
　☆墓じまい・永代供養のご相談が続いています。
　
　　・ご自身の代で家が途絶える方
　　・お墓を持たず、自分たちの代だけで永代供養したい
　　・相続する子供さんが遠くに居住し、お墓のお世話が
　　　できない
　　・先祖のお墓が山間地などにあり、掃除など維持が
　　　できない
　　・住まいが変わり、お仏壇が大きくて困っている
　　・古い位牌がたくさんあって、どうしていいかわからない

　その他、ご家庭やそれぞれの事情で、悩みは様々
　なようです。それぞれの事情をくんで、ご対応させて
　いただきます。気軽にご相談ください。

≪月例行事予定≫
8月はの月例行事はお休みします。

　☆早朝座禅
　９月３日（土）
　９月１７日（土）
　　9月は午前6時～
　１０月８日（土）
　１０月２２日（土）
　　10月は午前6時半～
　☆写経会
　９月２１日（水）
　１０月２１日（金）
　　　　午前11時～

＊新たに参加してくださる
方を、募集しております。
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役
員
会
の
様
子

総
会
に
て

新
役
員
さ
ん
方
の
ご
挨



　　　　　　　　　　　　　　　　【盂蘭盆会・施食会のお話】
　『盂蘭盆経』には、目連尊者が、餓鬼道に堕ちた母を救うために釈尊に教えを請い、釈尊がそれに答えて救済
の方法を説いたとある。簡略で分かりやすい内容で盂蘭盆会の典拠となったものである。
　『盂蘭盆経』の構成は、盂蘭盆の教えが説かれた時と場所、およびそのきっかけとなる目連の母の悲惨な状況
が説明された「序分」と、釈尊によって盂蘭盆の教えが説かれ、その教えの効能が目連の母の救済という形で示さ
れた経典の中心となる「正宗分」と、経典の利益を一般的に述べ、教示の実践を勧奨する「流図通分」の三つの
部分に分けられる。
　「盂蘭盆」の三文字は、「盂蘭」が梵語の「ウランバナ」の音写で逆さ吊りの意味で、「盆」は中国のことばで「食べ
物を貯える清らかな器」の意味であった。
　さて「序分」で説かれている、目連尊者の母親が餓鬼道に堕ちた理由は「汝母罪根深結」とあるだけであり。他
の詳しい経典では次のようにある。
　
　定光仏の時代に、目連は羅卜（らぼく）という名で、母親は青提（しょうだい）という字だった。羅卜は旅行に出
ようと思い、その母親に頼んでいった「もし来客があったら、お母さん必ず食事を出してください」と。出かけた
後、お客さんが来たが、母親は食事を出さなかった。それどころか食事の席を設けたように見えるよう偽りの形
跡を作りあげ、羅卜が帰ってきて「どんなふうにもてなしたのですか」と尋ねると、母親は「お前は食事を出した
場所を見てこなかったのかい」と言った。それから五百回生まれ変わるあいだ、慳（ケチ）を続けた。
　
　一般に餓鬼道に堕ちる理由は、心に慳や嫉みが生じ、
施し与えようとしないことが原因で、目連の母親は餓鬼道に堕ちて
なお慳貪な心が消えなかったとされる。
　そして釈尊は、餓鬼道の母を救うために、七月十五日の自恣の日
（修業期間が終わり、反省の日）を迎えた僧侶と母に供養することに
よって、目連の母親は救われたとされる。
　盂蘭盆の教えによって我が母を救済することができた目連が、母を
愛する慈愛の情を衆生界へ押し広め、全ての餓鬼道に堕ちたものを
救う教えが『盂蘭盆経』の教えである。
　
　一方、「施食会」の言われは『盂蘭盆経』の教えとは異なる。典拠になる経典は四種ほどあるが、弘法大師空海が日本に
将来したという言われる不空訳の『焔口餓鬼経』がよく知られている。
　それには、阿難尊者が独り静かな場所で瞑想していると、夜中に突然、焔口という餓鬼が現れ「これから三日後に、あなた
の寿命は尽きて餓鬼の世界に生まれ変わるだろう」と告げられた。
　阿難は大変恐怖したが、焔口餓鬼と釈尊が言うように、多くの餓鬼と諸々の婆羅門や仙人に沢山の飲食を供養し陀羅尼
を誦え四如来の名号を称えて祈祷することによって救われた。
　現在の臨済宗の施食会法要では七如来の旗を飾り誦える。本来は五如来だったともいわれ他宗では五如来の旗を飾ると
ころもある。
　以下に、五如来の功徳を挙げる。
〇宝勝如来は多宝如来と同じ。むさぼりの業のため餓鬼世界で苦しむ者を救済し、円満ならしめる仏である。宝勝如来と釈
迦如来は本来同一であったという。
〇妙色身如来は、阿閦仏のことで、悪業のため醜い身体・形相の餓鬼を救う仏である。妙（美しい）なる色身（からだ）の仏、
「無瞋恚」と同じ意で、怨みや怒りから解放された状熊。
〇広博身如来は、大日如来のことで、食事を欲しても食べることのできない餓鬼の苦しみを救う仏。飲食の楽しみを与える
密教系統の仏。
〇離怖畏如来は釈迦のことで慈悲の仏。餓鬼は常に恐怖におびえているため、その恐怖を取り除くことを目的とした仏。
〇甘露王如来は阿弥陀で。餓鬼世界は苦しみの世界で、その苦しみを取り除き、心身を安穏ならしめる仏である。甘露は
心身を潤すこと。

　さて、『盂蘭盆経』では餓鬼道に堕ちた
目連尊者の母親の救済のために、衆僧と
母の供養が説かれ、『焔口餓鬼経』では
阿難尊者自身が餓鬼道に堕ちないために、
無数の餓鬼に飲食を施すことが説かれている。
行事と供養の意味合いは違えど、
施しの修行である。

令和4年7月20日 安住寺だより 179号（3）
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国宝『餓鬼草子』阿難尊者に授けた施餓鬼会が執り行われる図

〈引用文献〉

お盆と彼岸の供養『開甘露門の世界』

野口善敬（現妙心寺派宗務総長）編集

禅文化研究所発行



☆御開帳記念「仏教講演会・コンサート」　10月29日（土）
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
　御開帳を記念して仏教講演会並びに、金子みすゞの
  詩を曲にして歌われているシンガーソングライターの
  ちひろさんのコンサートを開催します。
      ＊開場 ・正午　　　　開演・午後１時
      ＊会場・安住寺本堂
　　　＊法話講師　　大分市田室町
　　　　　臨済宗南禅寺派　長福寺住職　宇都宮玄秀師
　　　＊コンサート
　　　　　シンガーソングライター　　　ちひろさん
　
　　〈プロフィール〉
　　金子みすゞの詩に作曲し歌い語るシンガーソングライター。
　　NHK中国5県放送ラジオ「YAMAGUTIC」、
　　KRYラジオ「ちひろDEブレイク」、全国８局のコミュニティ
　　FMで放送「みすゞさんと明るいほうへ」
　　のラジオパーソナリティを務める。
　　NHK横浜放送局ラジオ番組「はま☆キラ！」
　　のテーマ曲「YOKOHAMA ORANGE」を作曲
　　岐阜聖徳学園高等学校
　　阿武町立阿武小学校の校歌を作詞作曲
　　広島東洋カープ公式試合
　　にて国歌斉唱を務めた。
　　山口県出身
　　山口七夕ふるさと大使

☆お寺でコンサート♬　11月3日（木・祝日）

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
　　　〇10時・開場
　　　〇10時半・開演

　【秘仏閻浮檀金観音御開帳】
　　　　　　　　　　  （ え ん ぶ だ ご ん ）

令和4年10月23日（日）

　　～11月23日（水・祝日）

☆観音講　　11月17日(木）
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
〇午前10時より観音講を行います。
　「秘仏観音御詠歌」
　慈しむ　巖の清水汲みてこそ
　　　福寿も満ちて　千代やまもらん

179号（4）安住寺だより令和4年7月20日

☆閉扉法要・合掌会バザー　11月23日（水・祝日）
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
~
　秘仏観音閉扉法要に合わせ、合掌会のチャリテーバ
　ザーの開催準備を進めています。
　改めて合掌会の方でもバザーの品を集めますが、
　品物がありましたら随時お寺の方にお持ちいただければ
　幸いです。
　量が多く重たいようでしたら、ご連絡下されば引き取りに
　お伺いいたします。
　
　☆合掌会チャリティーバザー　　　　☆閉扉法要
　　　　　午前9時より　　　　　　　　　　　午前11時より

☆開扉法要・稚児行列　　　10月23日（日）
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
　午前11時より　観音堂にて開扉法要
　法要に先立ちまして、午前10時より
　稚児行列を行います。
　お子さん、お孫さんで参加を
　希望される方は、お盆明けより
　申し込みを承ります。
　参加費用は、レンタル衣装代
　記念品代等を含め六千円程度
　別途申込用紙を準備いたします。
　詳しくは、お寺まで、ご連絡お問い
　合わせ下さい。
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御
開
帳
期
間
中
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、
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な
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た
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、
皆
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に
お
披
露
目
で
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る
こ
と
と
思
い
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す

。修繕中の聖観音像

🔸入場は無料ですが、本堂の広さから定

員を制限させていただきます。事前にお

寺までお申し込みください。申し込み開始

は9月1日からといたします。ご家族お友達

とご来場お待ちしております。

以
前
の
バ
ザ
ー
の
様
子
。

た
く
さ
ん
買
い
込
ま
れ
て

お
会
計
に
並
ん
で
い
ま
す
。

寺庭他、有志の方々

による演奏会です。

ぜひお越しください。

＊閑栖和尚法話と

御詠歌を予定して

おります。


